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皆さま、こんにちは。今日は本当に、私にしてみれば、この賞をいただいてよかったのか

な、と。それともかえってもっと売らなきゃいかんじゃないか、と。実に嬉しい賞をいた

だきました。過去の努力、つらいこともたくさんありましたが、この賞 1 枚で全部忘れて

明日に向かってまたがんばっていきたいという気持ちでございます。 

改めてここで皆さんに、ありがとうございました。 

えらい高いところで、講演というほどでもありませんが、いままで私が扱ってきた経験を

述べさせていただきます。 

いま振り返ってみると、いちばんつらいことは、香港一の大手のスーパーマーケット「パ

ークンショップ」には全部で 350 店舗あるんですが、日本のミカンがはまったときです。

はまったときは嬉しかったです。コンテナ 1 本の注文をいただきました。しかし持ってき

て納品したら返品。抜き取り検査でいくつかカビが生えていたのがわかった。このカビを

全部掃除してから持ってこい、という。なぜかというと、けっきょく、日本のおミカンと

いうのは中国のおミカンと比較して倍のお値段がついているわけです。彼らにしても完売

しないかぎり利益が出ないもんですから、いいものだけを持ってこい、と。で、納品の日 

にちも決められているので、返品があったらその翌日に再納品しなければならない。大変

でした。1,800 ケース、10 キロ入り。全部開けてカビが入ったのを全部出して、終わって

翌朝になって配送に出したあと、倉庫は腐ったミカンの山だらけでした。それを掃除する

のもまた大変でした。こういう苦労もありました。もう一つはもっと大変でした。同じく

パークンスーパーですが、福岡の大木町で作ったエノキ。これも商品としてはまりまして、

40 フィート、1 コンテナ注文をいただきました。しかし変色したものが入っていたりして

これも返品。これはさすがに一晩ではできませんでした。2 日間かけてアルバイトを入れ

て全部きれいにして、そして商品を抜き出してもう一度届けさせました。すると抜いた分

だけケースが少なくなるわけです。向こうは「契約数量が違う、ない分は私どもの利益に

ならないから、利益分を保証して持ってこい」と言う。いやあ、難しかったです。 

でもいま振り返ってみると、日本の素晴らしい野菜、果物を香港のたくさんの方がエンジ

ョイさせていただいております。 

私にとっていまいちばん嬉しいのは、こういう形で日本の農水省がバックアップしていろ

いろ応援してくれたことです。いちばん最初、15 年前に私が野菜、果物をやったときには

コソコソしていました。なぜかというと、なんか一部、国への税金が入っているからガサ

ガサと輸出していいものなのかな、という疑問も持っていたからです。それからお米も黙

ってこっそり持っていったりしていて、香港の人たちにも一時的に喜んでいただきました。

いまも日本のお米が売れています。 

しかし、もう一つ困った問題も出てきています。日本のおいしいものの種がどういう形で



海外に売られたのかは存じませんが、たとえば、新潟のコシヒカリ。日本のコシヒカリが

一袋 3,000 円なら、同じ日本のコシヒカリと書いてあっても原産地が中国というものが半

額になっています。さらに 1 年後、同じ日本のコシヒカリ、原産国を見るとベトナム。中

国産のまた半額。そういう形で日本のいいものが海外でもどんどん作られるようになり、

日本の商品との競争はものすごく厳しくなってきております。 

先ほど申し上げましたように、今年はあまおうがたくさん売れました。来年も日本のイチ

ゴを売っていきたいと思いますが、でも、売価の設定というのが難しいのです。たくさん

持っていったわりにリスクは大きいのです。利益を取ろうとしてもなかなか取れません。

厳しい商売です。なぜかというと、香港の人口は 780 万人、ところが香港の人が日本に遊

びに来るのが毎年 65 万人もおります。彼らは商用なり観光なり、帰るときに全部お土産を

持って帰る。その代わり日本の値段もよく知っているわけです。私どもが持っていったあ

まおう、日本のスーパーではもっと安いのですが、三越あたりではだいたい一パック 1,000 

円。香港で販売している値段は1,200 円から1,300 円。わずか300 円の差しかないんです。

この値段だったら香港市民に買っていただけるわけです。「まあ、飛行機で運んでいるのだ

からそのくらいかかるでしょう」と。消費者のものすごく厳しい目で価格帯を検討しても

らっています。 

今後もいろいろ、このような形でもっと日本商品を売っていきたいという気持ちでおりま

す。皆さんにぜひ、どんどんいいものをご紹介いただいて、私が香港で一生懸命売ります。

皆さん、継続して応援をお願いしたいと思います。 

以上、簡単ですが、そういうことで、今後もひとつよろしくお願いします。ありがとうご

ざいました。 

 


